
　

が
は
や
し
と
と
も
に
弘
前
駅
周
辺
を
練
り
歩

　

く
。
五
所
川
原
市
の
立
倭
武
多
は
、
大
雨
被
害

　　

汁
ｑ六
一ワ
′こ
ユｎＫ
夢
中
ご
レ
」塵
Ｔ艮
］す
る
ｂ
ｏ

　　　

も
人
口
川
ｎ
ｖ↓
′
｝
○
ラム”杉
ル
ブ
て
キ
ロ
コ
尺
「
二
；

　　　　　　　　　

ｒ

　

（赤
田
和
俊
）

弘
前
か
ら
は
９
薪
級
の
扇
ね

ぶ
た
や
組
ね
ぶ
た
（人
形
ね
ぶ

た
）
、
担
ぎ
ね
ぶ
た
な
ど
５
台

前
後
が
出
陣
。
青
森
ね
ぶ
た
や

北
海
道
斜
里
町
の
「し
れ
と
こ

立
優
武
多
は
参
加
辞
退

東
特
別
運
行
は
、
ね
ぶ
た
の
文

献
登
場
３
０
０
年
の
記
念
イ
ベ

ン
ト
で
、
津
軽
を
中
心
に
各
地

へ
広
が
っ
た
ね
ぶ
た
文
化
を
ま

と
め
て
体
験
し
て
も
ら
う
。

　
　

斜
里
ね
ぶ
た
」
、
群
馬
県
太
田

市
の
「尾
島
ね
ぶ
た
」
も
加
わ

る
。
運
行
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
な

ど
を
検
討
中
だ
。

運
行
は
、
駅
前
北
公
園
付
近

を
出
発
し
て
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド

ー
弘
前
店
前
を
通
り
、
弘
前
駅

前
交
番
で
折
り
返
し
て
同
公
園

、・、

ソョナさん

言
豆

　

Ｊ
ｒ
，

　

０

特殊詐欺被害防止などど
す
左

　

一

な
渡
前
□

止
手
手
ン

防
に
（
サ

口
ら
ん
の

客
さ
市

′店
ド
森

詐
来
ル
青

を

一

　

・

．
シ
ゴ
日

「健
康
都
市
」実
現
へ
新
組
織

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　

　　　　
　　　　　　

　　　　　　　　　　　　

’も
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＝薄

７
き

　　　　　

１
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１
１

　
　
　　　

　
　
　

　　　　　　　

　
　

　　

ヒ

　　　

ト
」
，

　　　

．

‐
′

；
．・
諺
．

　　

シ
ー

き
ざ た

　
　　
　
　

　

ー

　

′へ
商店街を歩きながらアイデアを出し合う桜田市長
（手前中央）、中路学長特別補佐（同右）ら参加者

」

　　　
　

弘
前
市
と
弘
大

弘
前
市
は
１７
日
、
弘
前
大
学

と
共
同
で
新
組
織
「ま
ち
か
つ

弘
前

Ｃ
」
を
設
立
し
た
」
Ｑ

Ｏ
Ｌ
健
診
（啓
発
型
健
診
）
」

を
は
じ
め
、
市
民
の
健
康
寿
命

を
延
ば
す
取
り
組
み
の
考
案
と

普
及
を
目
指
し
、
意
見
交
換
や

情
報
共
有
を
行
う
。

同
組
織
は
市
、
弘
前
大
、
市

民
の
三
者
が
協
力
し
、
健
康
的

な
生
活
に
チ
ェ
ン
ジ
（Ｃ
ｈ
ａ

ｎ
ｇ
ｅ
）
し
た
り
、
運
動
に
チ

ャ
レ
ン
ジ

（Ｃ
ｈ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ

ｇ
ｅ
）
し
た
り
す
る
チ
ャ
ン
ス

（Ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
）
を
提
供
す

る
の
が
コ
ン
セ
プ
ト
。
２
カ
月

に
１
回
程
度
、
市
と
弘
大
の
担

当
者
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
、
市
民
を
加
え
た
取
り
組
み

へ
と
発
展
さ
せ
る
。

市
ま
ち
な
か
情
報
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
た
設
立
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、桜
田
宏
市
長
が
「健
康
都

市
弘
前
の
実
現
に
向
け
、連
携

を
さ
ら
に
強
化
す
る
」、弘
大
の

中
路
重
之
学
長
特
別
補
佐
が

「全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
活
動

に
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

約
１５
人
の
参
加
者
が
同
市
土

手
町
の
商
店
街
を
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
し
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
健
診
の
拠
点
と

す
る
予
定
の
旧
弘
前
市
立
病
院

な
ど
を
見
学
。
「商
店
街
に
歩
，

幅
が
分
か
る
舗
装
を
す
れ
ば
、

歩
く
の
が
楽
し
く
な
り
そ
う
」

「最
新
の
健
診
を
受
け
ら
れ
る

場
所
を
つ
く
り
た
い
」な
ど
と

話
し
合
っ
た
。
（赤
田
和
俊
）

青
森
署
詐
欺
注
意
呼
び
か
け

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
に
協
力

し
て
も
ら
お
う
と
、青
森
署
（斉

藤
栄
誉
署
長
）は
１７
日
、弘
前
市

の
地
元
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
・

り
ん
ご
娘
の
元
メ
ン
バ
ー
で
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
ジ
ョ
ナ
ゴ
ー
ル

ド
さ
ん
を
一日
生
活
安
全
課
長

ど
を
、
先
頭
に
立
っ
て
伝
え
た

い
」
と
意
気
込
ん
だ
。

サ
ン
ロ
ー
ド
青
森
で
実
施
し

た
広
報
活
動
に
も
参
加
。
斉
藤

署
長
や
署
員
と
共
に
、
特
殊
詐

欺
の
手
口
が
書
か
れ
た
チ
ラ
シ

や
反
射
材
ス
ト
ラ
ッ
プ
が
入
っ

た
約
６
０
０
セ
ッ
ト
を
来
店
客

ら
に
手
渡
し
た
。
未
成
年
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
防
止

へ
の
啓
発
も
行
っ
た
。
ジ
ョ
ナ

ゴ
ー
ル
ド
さ
ん
は
「時
代
に
合

わ
せ
て
特
殊
詐
欺
の
手
口
は
変

　　　

文
芸
春
秋
は
１７
日
、
信
仰
を
持
つ

　
　　
　　

　　
　　　　　　　　　　　　　　

漫

発
表
し
た
。

十」

　

同
作
は
集
英
社
の
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ

世

ァ
ま
み
タ
ィ
」
で
連
載
し
て
ぃ
た

り
ム

　

が
、
今
年
２
月
に
公
開
を
停
止
。
３

　
　
　
　
　

　

露
木教
２
世
」の
問
題
は
安
倍
晋

三
元
首
相
の
銃
撃
事
件
を
機
に
ク
ロ

「神
様
」
の

い
る
家
で

育
ち
ま
し
た

菊池真理子「『神様』
のいる家で育ちまし

　　

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

　　

ー
マ
で
の
出
版
は
話
頴

欄
だ
」

　

刊
行
さ
れ
る
本
は
、

止

　

発
表
さ
れ
た
原
稿
に
末

「

　

き
下
ろ
し
を
加
え
、
そ

で

　

仰
を
持
つ
家
庭
で
育
っ

社

世
」
計
７
人
の
実
体
胎

他

　

化
す
る
。

　　　

集
英
社
は
２
月
に
作

轍

止
し
た
際
・
特
定
の
宗

　
　　　　　　　　　

　　

さ
ん
は
今
回
、
文
芸
春

た
）
発
表
し
た
コ
メ
ン
ト
で

　　
　　
　

２
文
か
け
た
作
品
。
諦
め
ず

示
」
は
取
材
に
「」協
力
く
だ

～

　

～

　

ち
と
、
読
者
の
皆
さ
幸

た
ち
す
」
と
し
て
い
る
。

　

　　
　
◆
富
山
の
女

タ
イ
イ
タ
イ
病

県
は
、
富
山
市

タ
イ
イ
タ
イ
病

た
と
１７
日
明
ら

な
患
者
認
定

来
、
７
年
ぶ
り

計
２
０
１
人
、

人
と
な
っ
た
。

女
性
は
１
月

で
つ
く
る
県
の

「認
定
相
当
」

８
日
に
県
知
事

完
了
し
た
。

認
定
は
公
害
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